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■ 論文要旨 ■

大半の中小小売業においてはＰＯＳシステムを導入し，商品の販売動向を知るためのデ

ータを蓄積しているが，データを活用するシステムの硬直性や利用できる人材不足のため，

データを生かした経営がなされていない．

そこで，ＰＯＳデータをパソコンの汎用ソフト（Ｅｘｃｅｌ）に取り込み，マウス操作

だけで様々な角度からの情報抽出，理解度を増すためのビジュアル化，アクションに結び

つく情報作成等ができるシステムをパソコンおよびエクセルを利用して構築した．分析の

基本は，エクセルにあるピボットテーブルによるクロス分析表の作成，集計，ソート，部

門から単品へのドリルダウン，グラフ連動を中心とする．

これによって，簡単な操作指導で利用者はＰＯＳデータを自分の観点から迅速に分析する

ことが可能になる．今後はシステムを運用する中で，個々の顧客の実状に合った分析手法

を討議確立し，情報を経営に活用できる人材を育成しながら内容の充実に努める．
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１．はじめに

当社は，地域流通ＶＡＮ（Value Added Network：付加価値通信網）センタとして，地域

中小小売業と卸売業や食品メーカを結ぶＥＯＳ（Electronic Ordering System：電子受発

注システム）システムの構築を手掛けると同時に，標準ＰＯＳ（Point Of Sales：販売時

点情報管理）システムサポートセンタとして，ネットワーク型ＰＯＳ（ネットＰＯＳシス

テム）利用顧客に対するＰＬＵ（Price Look Up：価格検索機能）マスタのメンテナンスフ

リーサービス（電話回線を通じて商品名称を店舗のＰＯＳシステムに登録するサービス）

や，一定期間ごとに売上分析リストの作成送付サービスを行っている．また，ＰＯＳシス

テムの販売やソフトウェアの開発，ネットワークの構築などを含めた店舗システムの開発

を行っている．

当社顧客のＰＯＳデータの利用状況は，部門別売上管理，部門別粗利管理を中心として

いて，経営者や店長などの管理者が，売上や客数などの傾向を把握するために部門別売上

月報や年間集計表を利用している．

しかし，単品データは，専用の分析ソフトによって日別や時間帯別の分析ができるよう

になってはいるが分析する時間がなかったり，操作できる人材がいないために限られた範

囲でしか利用されていないのが実状である．また，ネットワーク型ＰＯＳ利用顧客に提供

している売上分析リストも定型的なものであり，指定した期間での分析など切り口を変え

て分析することがタイムリにできないために自ずと限界がある．

これらの点を解決するためには，ＰＯＳデータを誰でも簡単自由に検索加工し，分析が

できる仕組みが必要であり，しかも特別なプログラムを作成する必要がない安価でかつユ

ーザ・フレンドリィなシステムでなければならない．

標準ＰＯＳシステムサポートセンタである当社には，定期的に顧客から送信されるＰＯ

Ｓデータがホストコンピュータのデータベースに蓄積されているので，必要な条件でデー

タの抽出を行い一定レベルまでの分析が行えるシステム環境を顧客にオンラインで提供し，

顧客サイドから自由な切り口で分析ができるサービスを展開したいと考えている．

本システムとサービスの提供が，経営者や管理者の意思決定に役立ち，２１世紀に向け

て躍進する店舗経営の一助となれば幸いであると考えている．

２．現状システムの概要

現状のシステム構成は，図１に示すように，ネットＰＯＳシステムとＥＯＳシステムを

骨格として，店舗のシステムが構築されている．

ネットＰＯＳシステムは，店舗に設置しているＰＯＳシステムと標準ＰＯＳシステムサ

ポートセンタを電話回線で結び，ＰＬＵマスタのメンテナンスなどが行われる．具体的に

は，店舗で新商品を登録するときに商品のバーコードをスキャナで読み込み，部門コード

（商品を分類するためのコード）と販売価格を登録する．この時に，商品名を登録する必

要がないので店舗での入力作業は，大幅に軽減されることになる．このように登録された

商品情報は，電話回線を通じて標準ＰＯＳシステムサポートセンタに伝送されて，ここで

ＪＡＮコードを基準にして商品マスタを検索し，商品名を付加したＰＬＵマスタをメンテ

情報として店舗のＰＯＳシステムに伝送し，ＰＯＳシステム上のＰＬＵマスタを更新する

しくみになっている．こうすることによって，店舗でのマスタメンテナンスの負荷を軽減
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㈱青森共同計算センター

発注用

端末機

卸売業・食品メーカ

させつつ，単品管理するための前提条件である商品名称が，確実に登録されることになる

のである．また，店舗の売上情報も電話回線を通じて標準ＰＯＳシステムサポートセンタ

に伝送され，そこであらかじめ決められた帳票フォーマットで売上分析リストを作成し，

各店舗に送付して利用されることになる．

一方，ＥＯＳシステムは，店舗に設置された発注用端末機を使って発注情報の送信が行

われる．具体的には，発注対象商品のバーコード（商品陳列棚に取り付けてあるプライス

カードに印字してあるバーコード）をスキャナで読み込んで，発注数量を登録し発注情報

を作成し，電話回線を通じて地域流通ＶＡＮセンタに送信する．地域流通ＶＡＮセンタで

は，発注先別に仕分処理を行い各発注先へ発注情報が伝送されて，一連の発注処理の流れ

が形成されている．

図 1  現状のシステム概要図（ネットＰＯＳ・ＥＯＳシステムを中心に）
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３．現状の問題点と解決ポイント

３．１背景

小売業の売上低迷が続く中，コンビニエンスストアに代表される情報武装化した企業は，

消費者ニーズへスピーディに対応して売上を伸ばしている．しかし，現在，中小小売業に

おいては，迅速，効率化の一環として，ＰＯＳシステムを大半が導入しているが，データ

を生かした経営がなされていない．

ＰＯＳシステムには，機器導入によって実現されるハードメリットと，蓄積された情報

の分析などによって実現されるソフトメリットが存在する．ハードメリットについては，

機器が稼動することによって得られるものであるから，日々の業務を遂行することによっ

て効率を中心とした効果が得られている．

しかしながらソフトメリットについては，意識的に情報にアプローチしないと得られな

いものである．現状メーカサイドが提供している分析系の定型帳票（部門別売上，ＡＢＣ

分析など）は，すべての顧客で標準的に利用されるだろうとの予想の基に作られたり，競

合他社との機能的な優劣の問題から装備されているものであり，本来の顧客の側に立った

ものとは言えない側面を持っている．

また，分析情報が帳票形式，固定化した画面などの静的な提供であるため，ある事象の

原因を追求する時にこれらに関わる情報の動的要求に対する変化に対応できない．

このように，データ活用システムの機能不足や利用する人材不足のため，ソフトメリッ

トを実現する分析情報はほとんど利用されていないのが現状である．

３．２現状の問題点

① ＰＯＳの分析情報が，有効に活用されていない．

② 独自の分析システムを作ると，費用と時間が掛かりタイムリな対応ができない．

③ 中小小売業には，情報を活用したビジネスを展開できる人材が少ない．

④ 分析の観点は，一過性のものが多いが大半のパッケージソフトは融通が利かない．

⑤ 従来の分析システムは，与えられた観点で固定化したものが多く，その場その場で変

わるニーズに対応できない．

３．３課題解決のためのポイント

  ＰＯＳシステムで蓄積された情報を，簡単，廉価に自分の観点で分析できるソフトの提

供と，分析情報を活用できる人材を育成することが課題解決のポイントである．

① ＰＯＳデータの抽出

現在のＰＯＳシステムは大半がＷＩＮＤＯＷＳを搭載したパソコンを素材にして

おり，また蓄積データの抽出を標準装備したものや簡単な操作で抽出できるものがで

きており，従来に比べてＰＯＳデータを簡単に抽出できる環境にある．

② 廉価の実現

パソコンの表計算ソフトとして，一番良く利用されている「Ｅｘｃｅｌ（マイクロ

ソフト社のＥＸＣＥＬ）」を利用する．「Ｅｘｃｅｌ」は単体及び「オフィス（マイク

ロソフト社のＯｆｆｉｃｅ）」として購入してもそれほど高価ではない．
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③ 簡単さの実現

「Ｅｘｃｅｌ」を利用する時，マウス操作のみで必要とする情報が得られるように

する．

④ 自分の観点で分析できる

提供される分析形式は，可変可能なフォーマットを提供し，そのフォーマットから

利用者が自分の観点に基づいて必要とする情報を探し，創り出せるようにする．

⑤ 人材育成

中小小売業においては，人材不足，情報機器未整備などによって，経営判断は主に

勘と経験に頼っている．今後はこれに加えて，蓄積されたデータを経営判断の一手段

として利用できる環境を整え，情報を活用できる人材の育成を図る．

４．新サービスの概要

４．１ＰＯＳデータ分析の考え方

４．１．１ＰＯＳデータの活用対象範囲

ＰＯＳデータの活用対象は，図２に示すように，単品の管理を中心とする発注担当者や

部門管理者，部門情報を必要とする部門管理者，店舗全体及び他店舗を管理する店長や経

営者を対象とする．特に部門，店舗情報についても単品情報の積み上げを基にして行い，

店長，経営者でも簡単に単品情報が把握できるようにする．

図 2  ＰＯＳデータの組織横断的活用

                                             

 発注担当者                   部門管理者                   店長，経営者

４．１．２データの分析方法について

情報分析を行う時必要なことは，欲した情報を得た時点及び，その途中でいろいろな関

連の情報を得たくなることであり，それらに十分に対応できることと，グラフによる表現

によってより鮮明に結果を把握できることである．また，行動を起こす前にシミュレーシ

ョンができることも必要とされる．

上記の情報を得る方法としてマウス操作だけで実現できるようにし，誰でも簡単な操作

単品情報

・ 売れ筋／死に筋

・ 発注支援情報

・ 単品損益把握

部門情報

・ 部門内情報把握

・ 部門目標管理

・ 部門損益把握

・ 他部門状況把握

店舗情報

・ 店舗内情報把握

・ 店舗目標管理

・ 店舗損益把握

・ 他店舗情報把握

（複数店舗店）

ＰＯＳデータ ＥＯＳ，他
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教育で分析情報を得ることができるようにした．

① 見たいときに欲する情報を即座に提供

標準的な分析パターンから，マウス操作によって簡単に欲する情報を創り出すこと

ができる．

② グラフ化されて相対，時系列関係を把握

ピボットテーブルとグラフを連携することによって，ピボットテーブルの内容の変

化に伴なってグラフもダイナミックに変化する．表とグラフの表示によって的確に情

報を把握できる．

③ アクションが起こせる情報

ＰＯＳデータの積み上げによって部門，店舗情報が構成されており，簡単に関連す

る単品情報へドリルダウンすることができ，この単品情報によって的確なアクション

が可能になる．

④ 全体と個が把握できる

全体から部門，部門から単品などの構成による分析が簡単にできるため，取り出し

た情報の相対的な位置づけを確実に把握できる．

⑤ 情報に途切れがない（単品情報を基にした経営情報の作成）

ＰＯＳデータの積み上げによる部門，店舗情報を構成しているため各々の情報に途

切れが無く，連続的に情報を分析できる．経営者でさえも単品情報の状況を簡単に把

握できる．

⑥ 傾向分析ができる

グラフ化された情報に近似曲線を追加することによって，簡単に傾向，予測を行う

ことができる．

４．１．３分析情報の作成方法について

情報分析に使用するＰＯＳデータは，店舗に設置してあるＰＯＳシステムまたは，ネッ

トＰＯＳ利用顧客の場合は，標準ＰＯＳシステムサポートセンタに設置されたホストコン

ピュータに蓄積されているデータベースを利用する．

分析情報の作成は，Ｅｘｃｅｌのピボットテーブルを基本とするが，マクロ命令などは

一切使わず，マウス操作を基本として作成する．このことは利用者が操作方法を取得した

後は自分で簡単に新しいパターンを作成できるようにするためにも役に立つ．

① Ｅｘｃｅｌのピボットテーブル機能を活用．

② ピボットテーブルとグラフ機能のダイナミック連携．

③ 他データ（固定費情報など）とのリンクによる経営情報の作成．

４．２ＰＯＳデータ分析表の作成

４．２．１ＰＯＳデータのＥｘｃｅｌへの取込み

最近のＰＯＳシステムは，蓄積したデータをＥｘｃｅｌなどのソフトウェアで処理でき

るようにするために，ＣＳＶ，テキスト形式での出力機能を装備したもの，また類する機

能を装備しているものが多く，この機能を利用してＰＯＳシステムが蓄積した売上データ

を，ＣＳＶ，テキスト形式などに変換してＥｘｃｅｌに取り込む．
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図 3  ＰＯＳデータのＥｘｃｅｌへの取込み

画面例

  ＴＭＰのフォルダにＴＥＸＴ形式でＰＯＳデータが格納されており，Ｅｘｃｅｌのフォ

ルダの検索先を※１「ＴＭＰ」と指定し，ファイルの種類で※2「テキストファイル」を選

択して，データをＥｘｃｅｌに展開する．

４．２．２ＰＯＳデータへのフィールド名称追加

  図４に示すように，Ｅｘｃｅｌに取込んだデータの１行目に，部門などのフィールド名

称を追加して分析表のデータを整える．

図 4  ＰＯＳデータへのフィールド名称追加

画面例

Ｅｘｃｅｌに取込んだデータのフィールドに※3 名称をつける．

※１ Ｅｘｃｅｌの「ファイルを開く」

にてファイルの所在するフォルダを指

定する．

※2 格納ファイルの形式を選択する

※3 取込んだデータのフィール

ドに名前をつける「単品コード」，

「売上年月日」・・「部門名」など
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４．２．３ピボットテーブルを利用した分析表

（１）ピボットテーブルの作成

図５に示すように，ツールバーの「データ」からピボットテーブルレポートを選択して

ウィザードにしたがってピボットテーブルを作成する．

図 5  ピボットテーブルを利用した分析表の作成

画面例

ツールバーの※４「データ」を選択してピポットテーブルレポートを選択してクリック

する．

（２）ピボットテーブルのデータソースの選択

図 6  ピボットテーブルのデータソースの選択

画面例

  ※５「Ｅｘｃｅｌのﾘｽﾄ/ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ」を選択して，「次へ」をクリックする．

（３）ピボットテーブルの項目選択

  ピボットテーブルは，フィールドデータを「行」，「列」の２次元のクロス分析表と「ペ

ージ」を組合せた３次元の分析表を構成することができる．「行」，「列」，「ページ」にフィ

ールド項目をドラッグ アンド ドロップすることによって，様々な分析パターンを創り出

すことができる．

※４「データ」のピ

ボットテーブルレ

ポートを選択する

※５「Ｅｘｃｅｌ

のﾘｽﾄ/ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ」

を選択して「次

へ」をクリックす

る
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図 7  ピボットテーブルの項目選択

画面例

 「ページ」に部門名，「行」に品名，「列」に売上年月日，「データ」に金額の合計を割り

当てたもの．

（４）分析表の基本パターンの完成

図 8  分析表の基本パターンの完成

画面例

  「部門」をページとして「品名」を行，「年月日」を列，「売上金額」をデータとしたピ

ポットテーブルが完成する．

品名を｢行｣

に選択
売上年月日を「列」

に選択

金額の合計を

「データ」に

選択

部門をペー

ジに選択
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５．具体的なデータ活用

５．１データ分析の基本操作

５．１．１基本操作例１（クロス分析表の基本操作）

図９のようなクロス分析表ができあがった時，種々の操作を組合わせることによって

様々な分析情報を得ることができる．

図 9  クロス分析表の基本操作

① 「部門名」の操作

部門名に収録されている部門（すべて，ＤＰＥ，アイスクリーム…）を選択するこ

とによって，選択された部門の品名を表示することができる．

② 「品名」行の操作

品名欄に表示されている商品名の表示順序の入れ替えや，商品名をグループ化する

ことによって複数の商品を一まとめにして集計して表示することができる．

③ 「売上年月日」列の操作

日付の表示順序の入れ替えや，日付をグループ化することによって１週間ごとに集

計して表示することができる．また，該当する日付の列を選択しその列の数字（この

場合，金額）に対して昇順，降順のソートをすることができる．

  上記の操作の組み合わせによって，全店売上高上位・下位の商品名及び売上高昇順・降

順のソートや，部門別売上高上位・下位の商品名及び売上高昇順・降順のソートが可能で

ある．また，商品別日別・週別・月別の集計も，マウス操作のみで簡単にできる．

例：部門名に検索部門を選択

すると「品名」の欄に該当部

門の商品名を表示する．「す

べて」を選択した場合は全部

門が対象となる．
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５．１．２基本操作例２（集計，ソートの指定）

図 10  集計，ソートの指定

① 「品名」の操作

「品名」をダブルクリックすることによって，ピボットテーブルフィールドが表示

され，集計方法，非表示アイテム，詳細（ソートの指定）など様々な集計を行うこと

ができる．

② 「ピボットテーブルフィールド」の操作

  平均，最大値，最小値，個数などを選択できる．

③ 詳細

  上位，下位の表示を指定できる．

図 11  完成例

  図１１に示すように，酒部門で売上上位１５品目，売上順にソートされた情報が表示さ

れている．部門の選択を変えることによって該当部門の上位 15 品目，売上順のソート情報

が表示される．

詳細をｸﾘｯｸすることに

よって，「品名」のソー

ト，売上高の上位，下

位順位を指定できる．

「品名」をﾀﾞﾌﾞﾙｸｲｯｸするとﾋﾟﾎﾟ

ｯﾄﾃｰﾌﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞのﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟｳｨﾝﾄﾞ

が表示されその中から集計方法

（平均，最大値，最小値，個数な

ど）が選択できる．
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５．１．３基本操作例３（グラフとの連携）

ピボットテーブルで作成したデータにグラフの連動，数式を付加することによって，よ

り一層理解を深めることができる．

図 12  グラフとの連携

① 累積売上の作成

セルＢ2 に「Ｂ６」の内容，セルＣ２に「Ｂ２＋Ｃ６」，セルＤ２に「Ｃ２＋Ｄ６」

と２行目に累積の計算式を挿入する．

② グラフ

売上年月日をＸ軸，累積売上（２行目）をデータとして折れ線グラフを作成し，グ

ラフの近似曲線を挿入する．

画面上のグラフは，「キリン１バンシボリカン」の日ごとの売上累積情報が表示さ

れ，近似曲線の曲線式の係数＝０．７は一日当りの平均売上数を示している．この係

数は発注時の補助データとして活用できる．また，「キリン１バンシボリカン」の位

置に他の商品をドラッグして入れ替えることによって，自動的にグラフは入れ替えら

れた商品の累積売上を表示する．

部門の選択，商品の選択を変えることによって，すべての単品の売上状況をグラフ

表示することができる．
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５．２経営のためのデータ分析

５．２．１応用例１（部門別売上比較）

図１３のように，行に「部門」，列に「日付」，データに「売上金額」を選択してピボッ

トテーブルを作成し，折れ線グラフを重ね合わせた．部門別，日別売上状況がグラフ上に

表示され，部門間の売上情報が一覧できる．

また，グラフ上で部門が錯綜するのを避けるため，表示部門を限定するが，ピボットテ

ーブル上でグラフの対象範囲をドラックして部門を入れ替えることによって，グラフも連

動して変わる．

グラフ化することによって，単純な部門別の日別売上表を見るのと違い，より鮮明に日

別の変化や部門間の売上高の違いが認識できる．ここで使用したグラフは，折れ線グラフ

であるが，円グラフを使用すれば部門別の売上構成割合を確認できるし，さらに，部門別

に売上金額で降順ソートしてから，棒グラフと折れ線（累計金額で）の複合グラフを作成

すれば，部門別のＡＢＣ分析をビジュアル表現で行うことができることになる．

図 13  部門別売上比較
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５．２．２応用例２（価格帯分析）

図１４に示すように，ページに「部門」，行に「売価」，データに「売価の個数」を選択

してピボットテーブルを作成して，価格帯の分析を行う．

本事例は，珍味部門は３００円の価格の商品が突出し，５００円の商品が続く．部門を

「すべて」に選択することによって，店全体の売れ筋のプライスゾーンを検索することが

できることになる．

図 14  価格帯分析

５．２．３応用例３（部門から単品へのドリルダウン分析）

図１５に示すように，ページに「月」，行に「部門名」「品名」，列に「売上年月日」，デ

ータに「金額」を選択する．部門と品名が行に割り当てられて，部門の売上動向を把握し

ながら，ドリルダウン操作（部門名のダブルクリック操作）によって，部門内の単品名の

動向をチェックできる．

図 15  部門から単品へのドリルダウン分析
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５．２．４応用例４（相関分析を用いた部門間売上傾向分析）

  図１６に示すように，ピボットテーブルで作成された部門・日付分析表を基にして，「ツ

ール」の分析ツールの中から「相関」を選択し，部門間の相関分析表を作成する．

図 16  相関分析を用いた部門間売上傾向分析

図１７の見方は，数値が１に近いほど，相関関係が強く，０に近いほど相関関係が弱い

ことを示す．また，マイナスは，相反する関係を示すので一方が売れるともう一方は売れ

ない関係となる．作成された相関表を見ると，サケルイとインリョウ部門の売れ方が類似

している．相関分析を単品レベルで利用することによって，商品の売れ方の傾向が分かり

商品陳列に応用できる．

図 17  部門間相関分析表

条件付き書式を設定することによ

って，0.6 以上の数値を赤色表示

にしている．
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５．２．５応用例５（損益分岐点の把握）

図１８に示すように，売上金額，仕入原価，固定費を入力することによって，損益分岐

点グラフを店舗，部門別に作成することができる．

固定費については，詳細が分かっていた場合は詳細入力を行うが，概算の場合は売上高

の比率で部門ごとに按分して一括に割り当てても傾向値は把握できる．

図 18  損益分岐点の把握

  図１９に示すように，店全体の売上金額曲線と固定費と仕入金額を合計した経費曲線と

の交点が損益分岐点となる．

図 19  店全体の損益分岐点

売上金額の累積の計算

式を挿入する
固定費と変動費を合計

した計算式を挿入する

店全体の損益分岐点を

表わしている
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  図２０に示すように，店全体から，部門へドリルダウンすることによって部門別の損益

分岐点をチェックすることができる．

図 20  部門別損益分岐点（レイトウショクヒン部門）

  図２１は，レイトウショクヒン部門の損益分岐点グラフを示している．

図 21  レイトウショクヒン部門の損益分岐点グラフ

ﾚｲﾄｳｼｮｸﾋﾝ部門の

損益分岐点
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６．効果

ＰＯＳデータ活用サービスを展開し始めてから間もないこともあり，目に見える効果と

してはまだ少ないが，景気停滞に伴う消費の低迷，大型店やコンビニエンスストアの進出

などによる競合店との競争激化が進んでいるために，今の状態をこのまま続けていては競

争に呑み込まれてしまうので，何らかの手を打たなければならないとの危機感をもつ経営

者も多く見かける．

そこで，情報を今まで以上に活用することよって，ハードメリットとソフトメリットを

享受し，業務の効率化・部門別目標管理を進めることによって，経費の節減・生産性の向

上を図り，商品管理の徹底・顧客サービスの向上によって，固定客の確保・利益の確保を

図る．そして，販売促進によって，来店客の確保・売上向上などを進めていきたいとする

要望が強まってきているのも事実である．

しかし，現実問題としてこれらの経営課題に取り組むときに，いったいどのように考え

て取り組めばいいのかという問題に突き当たっているケースもまた多い．そこで，課題解

決に向けた情報活用の切り口が，ＰＯＳデータ活用サービスが存在する意義であると考え

る．ＰＯＳデータ活用サービスは，１次的には以下に述べるような効果が存在する．しか

しそれ以上に２次的効果として，課題解決のために使った技法や考え方や経験は，新たな

る課題解決の原動力となり，その効果を発揮するものと考えられる．

① 紙から電子媒体へ

従来，紙の帳票で提供されていた静的なＰＯＳ分析情報が，パソコン上でダイナミ

ックに利用者によって迅速に分析することが可能になる．

② ＰＯＳデータの有効活用

ＰＯＳが過去のデータとして認識され活用の機会が少なかったが，スピーディ，フ

レキシブルに分析情報を提供することによって，アクションに対する効果測定が把握

されるようになり，データを活用したビジネス展開の一助を担うことができる．

③ データのダイナミック化とビジュアル化の連動

ピボットテーブルを活用することによって，ダイナミックに情報を把握することが

でき，この情報とグラフを連動することによって，データに連動したグラフが瞬時に

表示できる．

④ 自分の分析データの創生

提供されたピボットテーブルを操作することによって，自分の観点からの情報を創

り出すことができる．

⑤ 顧客設備の流用

パソコンの汎用ソフトであるＥｘｃｅｌを使用するので，顧客の既存の設備環境を

利用して，サービスを提供することができる．

⑥ データ分析方法の他業務への展開

ピボットテーブルの他業務への活用によって，数値化されたデータを十分に活用で

きる能力を養うことができる．
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７．今後の展開

７．１ＰＯＳデータ活用サービスの体系

ＰＯＳデータ活用サービスは，表１に示すように３つ体系によって構成されている．そ

れぞれのサービスは，その実行可能性の順位に基づいてサービス開始順位を予定している．

第１段階は，店舗ＰＯＳシステムのデータベースからデータを取込み，加工して提供す

るというオフライン方式である．第２段階は，ネットＰＯＳシステムの場合で，ホストコ

ンピュータのデータベースからデータを取込み加工して，オフラインで提供する方式であ

る．第３段階は，同じくネットＰＯＳシステムの場合で，ホストコンピュータのデータベ

ースからデータを取込み加工して，オンラインで提供する方式である．

それぞれの段階でのサービスメニューは，基本操作編と応用編の２つに分かれ，そのサ

ービスメニューは，表１に示すとおりである．

表 1  ＰＯＳデータ活用サービスの体系表

サービスメニューサービス

開始予定

順位

利用する

データベース
提供方法

基本操作編 応用編

Ⅰ
店舗ＰＯＳシステムのデ

ータベースを利用

店舗ＰＯＳシステムからデータを

取込み，加工して提供

（オフライン方式）

Ⅱ
ホストコンピュータからデータを

取込み加工して提供

（オフライン方式）

Ⅲ

ネットＰＯＳシステムの場

合でホストコンピュータ

のデータベースを利用
ホストコンピュータからデータを

取込み加工して提供

（オンライン方式）

① ＰＯＳデータのＥｘｃｅｌへの

取込み

② ＰＯＳデータへのフィールド

名称追加

③ ピボットテーブルを利用し

た分析表の作成

④ クロス分析表の基本操作

⑤ 集計・ソートの指定

⑥ グラフとの連携

⑦ その他

① 部門別売上比較

② 価格帯分析

③ 部門から単品へのドリル

ダウン分析

④ 相関分析

⑤ 損益分岐点分析

⑥ 部門別売上集計表

⑦ 購買履歴情報の活用

⑧ 各種売上分析

⑨ 必要に応じた情報作成

⑩ ＰＯＰへのデータ活用

⑪ 顧客管理へのデータ活

用

⑫ その他

７．２店舗ＰＯＳシステムでのデータ活用サービスの展開

当社の対象顧客としては中小企業の顧客が大半を占める．これらの顧客は分析情報を利

用したくても，繁忙さゆえの分析時間不足また分析能力を持つ人材不足などで，十分な分

析情報を活用したビジネス展開ができない状況にある．

そこで，基本的な分析の操作方法などは，顧客の店舗がある現場に訪問してサンプルデ

ータによるデモストレーションを見ていただき，実際にどのようなことができるのかを理

解してもらう．次に，顧客が持っている自社のＰＯＳデータをフロッピイなどに落として

もらって，それを使って分析を実際にやっていただくことによって操作方法を覚えていた

だくようにする．この段階で，基本操作編がおおむね完了することになる．

そこから，顧客の問題意識や店舗の抱える課題にあわせて必要な分析情報を提供してい

く．これが，応用編でのサービスメニューである．
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７．３システム展開の方向性

  当社においては，ネットＰＯＳシステムを展開しているため，顧客のＰＯＳデータは定

期的にホストコンピュータへ蓄積されている．従来，ＰＯＳの分析情報は月一回の間隔で

帳票形式によって顧客に提供していたが，今後は，図２２に示すように，ピボットテーブ

ルまで加工した情報をオンライン提供することによって，顧客へのサービス性を高める．

  なお，蓄積，利用するＰＯＳデータは，膨大な量になるため，データの蓄積，切出し配

布はセンタ側，加工，分析は顧客側と機能分散をはかることとする．このときのシステム

は，センタ側はＲＤＢに加えて，ＲＤＢ加工ソフトである Symfo Navigator を検討してい

る．Symfo Navigator でデータベースの切出しを行い，切出されたデータをＥｘｃｅｌで

展開して詳細な分析を行う．

図 22  システム概念図

７．３要員の教育

要員の教育は，大きく二つに分かれる．一つは顧客側の要員教育であり，もう１つは当

社側の要員教育である．

まず，顧客側の要員教育であるが，店舗の問題点を認識していて，その課題解決のため

にＰＯＳデータを活用していこうとする意識を持つことが必要である．そのためには，Ｐ

ＯＳデータでどのような分析ができるかがわからなければ，誰もＰＯＳデータを活用しよ

うとは考えないであろう．

そこで，どのような分析ができるのかを理解してもらうために，表１に示す応用編のサ

ービスメニューを紹介するのが効果的である．そして，ヒアリングを通して店舗における

問題点を明確にし，課題解決に必要なデータ活用の方法を創り出していく．これができれ
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Ｅｘｃｅｌで加

工分析

ＰＯＳ

店舗Ｂ

Ｅｘｃｅｌで加
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工分析

SymfoNavigator

ＰＯＳ ＰＯＳ ＰＯＳ ＰＯＳ ＰＯＳ

ﾃﾞｰﾀの切出し

ＰＯＳﾃﾞｰﾀの送信 ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾃｰﾌﾞﾙまで加工した情報の送信
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ば，データ活用への動機付けとなるのである．そこから，逆に基本操作編に戻り，操作方

法の体得をしていただく方が現実的である．

次に，当社側の要員教育であるが，表１に示すＰＯＳデータ活用サービス体系のサービ

スメニューにのっとって，基本操作編の体得を行う．これは，ＰＯＳデータ（サンプルデ

ータ）の取込みからはじめて，ピボットテーブルを利用したクロス分析表の作成とグラフ

の作成までを，自分の手でやってみることである．これによって，基本操作編レベルの技

能が体得できることになる．

次に，応用編であるが，基本操作編までは，どちらかというとパソコン操作の技能レベ

ルを問題にしているが，応用編に入るとさらに経営の視点でデータを分析することが必須

となる．そのため，応用編にあるサービスメニューの内容理解はもとより，経営に関する

周辺知識については自己啓発を含めて習得していく．そして，日々変わる情報の見方，問

題点の摘出などについては，顧客の現実の課題への対策を通じて，より専門的知識をもつ

要員の育成を図る．

この技能・知識・経験の習得サイクルをまわすことによって，スパイラル状に顧客への

サポートレベルを高めていき，ＰＯＳデータ活用サービスがより満足していただけるよう

に日々心がけていく考えである．


